
第３１号

発行所

県支部

事務局

ご
挨
拶

新
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支
部
長

上
杉

肇

今
年
度
は
役
員
の

改

選

時

期

で

し

た

が
、
８
月
の
新
潟
支
部
総
会
で
引
き
続
き
支
部

長
を
務
め
る
よ
う
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
も
う

一
期
、
新
潟
支
部
の
た
め
に
力
を
尽
く
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
年
度
の
行
事
も
、
副
支
部
長
、
役
員
、
会

員
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
何
と
か
無
事
に

終
わ
り
ま
し
た
。
資
料
準
備
か
ら
会
報
の
作
成

ま
で
、
担
当
し
て
く
だ
さ
る
事
務
局
長
の
横
尾

先
生
に
は
、
特
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
母
校
で
行
わ
れ
た
支
部
長
会
で
、
現

状
の
説
明
が
あ
り
、
再
就
職

支
援
を
始
め
た
こ
と
、
会
誌

の
「
理
窓
」
と
情
報
誌
の

「A
lu

m
ni

T
o

d
ay

」
を
一
つ

に
ま
と
め
年
３
回
の
発
行
と

す
る
こ
と
、
理
窓
会
の
会
費

を
入
学
時
に
大
学
が
代
理
徴

収
す
る
こ
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
財
政
基
盤
の
安
定

と
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

目
指
し
て
い
る
も
の
と
受
け

と
め
ま
し
た
。
ま
た
、
各
支

部
の
状
況
説
明
が
あ
り
、
多

く
の
支
部
が
、
支
部
総
会
の

活
性
化
、
特
に
、
参
加
者
数

が
少
な
い
こ
と
を
課
題
に
挙

げ
て
い
ま
し
た
。
活
性
化
に

成
功
し
て
い
る
支
部
の
報
告

も
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
こ
と

に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
と

い
う
と
、
無
料
の
連
絡
網
（
メ

ー
ル
）
の
活
用
と
若
い
ス
タ
ッ
フ
を
う
ま
く
集

め
て
い
る
こ
と
が
、
共
通
し
て
い
る
よ
う
で
し

た
。
さ
ら
に
、
石
神
理
窓
会
長
か
ら
、
支
部
総

会
の
名
称
に
「
東
京
理
科
大
学
」
と
入
れ
て
ほ

し
い
と
い
う
要
望
と
、
メ
ー
ル
の
活
用
（
１
回

送
っ
た
だ
け
で
は
人
は
集
ま
ら
な
い
の
で
、
３

回
は
送
る
）
が
有
効
で
あ
る
と
い
う
話
が
あ
り

ま
し
た
。

支
部
総
会
の
参
加
者
を
増
や
す
た
め
に
は
、

リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や
す
（
１
回
出
席
し
て
い
た

だ
い
た
ら
、
ず
っ
と
出
て
い
た
だ
く
）
こ
と
と
、

新
規
参
加
者
を
獲
得
す
る
こ
と
し
か
な
い
わ
け

で
す
。
役
員
の
方
々
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
役

員
会
だ
け
で
な
く
、
支
部
総
会
に
も
都
合
を
つ

け
て
、
是
非
、
出
席
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
お
知
り
合
い
の
同
窓
生
を

お
一
人
ず
つ
、
連
れ
て
き
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

あ
り
が
た
い
で
す
。

ま
た
、
主
催
す
る
側
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

参
加
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
く
努
力
が

必
要
で
す
。
今
ま
で
は
、
来
賓
に
よ
る
講
話
や

講
演
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
で
き

れ
ば
何
か
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
的
な
も
の
か
、
著

名
な
ゲ
ス
ト
を
招
く
な
ど
の
、
新
し
い
試
み
に

も
挑
戦
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

母
校
は
理
工
学
部
の
校
舎
の
改
築
な
ど
、
こ

れ
か
ら
も
さ
ら
に
発
展
し
て
い
く
も
の
と
確
信

し
て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
、
東
京
理
科
大
学
の

同
窓
生
は
、
何
ら
か
の
形
で
少
し
で
も
母
校
を

応
援
し
て
い
く
こ
と
が
、
大
切
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
新
潟
支

部
の
活
性
化
が
急
務
で
す
。
今
後
も
支
部
会
員

皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。理

工
学
部
創
立

年
50

野
田
キ
ャ
ン
パ
ス
再
構
築

理
・
工
・
薬
・
生
命
×

共

響

き
ょ
う
め
い

＝
新
・
野
田
キ
ャ
ン
パ
ス

理
工
学
部

は2
01

7

年
に

創
設

周
年

50

を
迎
え
ま
し

た
。
コ
ン
セ

プ

ト

は

「

R
E

S
O

N
A

N
C

E

共
に
響
き

合
う
理
工
学

部
へ
。
」
。
今

後
の
社
会
を

リ
ー
ド
す
る

人
材
を
育
成

す
る
た
め
、

イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
促
進

す
る
分
野
横

断
的
な
学
部

へ
進
化
し
ま

す
。
そ
の
一

環
と
し
て
、
新

号
館

N
O

D
A

教
育
研
究
セ

7

ン
タ
ー
（

仮
称
）
や
新
実
験
棟
の
新
築
を
は

じ
め
と
す
る
野
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
再
構
築
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
新

号
館

N
O

D
A

教
育
研

7

究
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
は
、
「
創
造
、
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
、
融
合
」
を
テ
ー
マ
に
教
育
・
研
究

を
行
う
場
で
あ
り
、
学
生
と
教
員
の
集
う
場
や
、

大
学
と
企
業
の
共
同
研
究
の
場
と
な
る
予
定
で

す
。藤

嶋

昭

現
学
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
理

化
学
研
究
所
理
事
の
松
本
洋
一
郎
氏
に
決
定
し

ま
し
た
。
就
任
は
４
月
１
日
、
任
期
は
４
年
で

す
。寄

稿

Ｈ

理
工

26
草
野

正
樹

早
い
も
の
で
、
理
工
学
部
数
学
科
を
卒

業
し
て
５
度
目
の
夏
に
な
り
ま
し
た
。

学
部
卒
業
後
、
理
学
専
攻
科
に
通
い
な

が
ら
都
内
の
私
立
高
校
で
働
き
、
新
潟

県
で
は
常
勤
講
師
と
し
て
県
内
を
巡

り
、
今
は
新
津
高
校
で
教
諭
と
し
て
勤

め
て
お
り
ま
す
。
ど
の
学
校
に
行
っ
て

も
理
科
大
出
身
の
先
生
が
現
場
の
最
前

線
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
心
強
さ

を
感
じ
て
い
ま
す
。

私
は
採
用
２
年
目
で
は
あ
り
ま
す
が
、

今
年
１
年
生
の
担
任
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
４
月
か
ら
は
授
業
・

部
活
動
・
校
務
分
掌
と
様
々
な
仕
事
が

増
え
、
上
手
く
回
っ
て
い
る
の
か
も
わ

か
ら
な
い
ま
ま
、
息
つ
く
間
も
な
く
１

学
期
が
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ク

ラ
ス
で
は
学
年
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
生
徒

も
い
る
中
、
未
だ
中
学
生
気
分
の
生
徒

第 31 号 に い が た り そ う 平成 30 年 3 月 (1)

藤
嶋
昭
学
長
が
、
平
成

年
度
文
化

29

勲
章
を
受
章
い
た
し
ま
し
た
。
文
化

勲
章
は
、
我
が
国
の
文
化
の
発
達
に

関
し
て
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
者
に

対
し
て
授
与
さ
れ
る
勲
章
で
す
。

浅
島

誠
副
学
長
が
瑞
宝
重
光
章
を
受

章
し
ま
し
た
。

浅
島

誠
副
学
長
は
平
成

年

月
か

27

10

ら
、
本
学
の
特
命
教
授
を
務
め
ら
れ
、

平
成

年

月
か
ら
は
副
学
長
に
就

28

4

任
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。



も
多
く
、
授
業
進
度
や
そ
の
レ
ベ
ル
、
発
問
の

工
夫
に
四
苦
八
苦
し
て
い
ま
す
。
素
直
な
生
徒

が
多
い
の
で
す
が
、
素
直
と
い
う
よ
り
受
け
身

の
姿
勢
で
人
に
も
の
を
言
わ
な
い
（
言
え
な
い
、

で
は
な
い
）
生
徒
が
多
い
の
も
事
実
で
す
。
１

学
期
を
終
え
て
、
高
校
生
に
対
し
て
ど
こ
ま
で

担
任
が
手
立
て
や
お
膳
立
て
す
る
べ
き
か
、
何

を
ど
こ
ま
で
語
る
べ
き
か
、
の
線
引
き
の
難
し

さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
２
学
期
が
始
ま
っ

て
す
ぐ
に
文
化
祭
が
あ
り
ま
す
。
す
べ
て
彼
ら

が
自
分
た
ち
で
企
画
し
実
行
す
る
初
め
て
の
行

事
で
す
。
彼
ら
が
こ
の
行
事
を
ど
の
よ
う
に
乗

り
越
え
る
の
か
、
そ
し
て
３
年
後
、
ど
の
よ
う

な
大
人
に
な
る
の
か
、
ど
の
よ
う
に
私
の
予
想

を
超
え
て
い
く
の
か
、
不
安
と
期
待
に
ワ
ク
ワ

ク
し
な
が
ら
残
り
の
２
学
期
間
努
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
若
輩
者
で
あ
る
私
に
こ
の
よ
う
な

も
の
を
書
く
機
会
を
く
だ
さ
っ
た
志
田
重
道
校

長
、
ま
た
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
の
先
輩
で
、
過

去
に
何
度
も
相
談
に
の
っ
て
い
た
だ
い
た
高
橋

和
久
校
長
、
そ
し
て
同
窓
の
先
生
方
に
は
大
変

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
新
潟
県
の

教
育
の
発
展
の
た
め
に
尽
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

◇
新
潟
支
部
総
会
◇

平
成

年
８
月

日(

土)

理
窓
会
新
潟
支
部

29

19

総
会
が
中
越
地
区
幹
事
の
お
骨
折
り
に
よ
り
、

ア
ト
リ
ウ
ム
長
岡
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会

で
の
議
事
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
後
述
の

通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
報
告
い
た
し
ま

す
。今

回
は
、
維
持
会
会
長
森
野
義
男
様
、
理
窓

会
副
会
長
の
加
賀
谷
秀
樹
様
か
ら
御
来
県
い
た

だ
き
ま
し
た
。

来
年
度
は
上
越
地
区
の
当
番
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

以
下
に
主
な
議
事
を
掲
載
し
ま
す
。

◇
役
員
改
選
◇

支

部

長

上
杉

肇

副
支
部
長

熊
谷
正
美

水
嶌
繁
満

佐
藤
茂
樹

上
野
順
治

志
田
重
道

山
田
亮
一

森

知
之

中
田
亮
一

鷲
尾
雄
慈

佐
藤
弘
之

中
尾
慶
一

山
﨑

智

五
十
嵐
喜
代
春

地
区
幹
事

平
成

年
度
版
名
簿
に
記
載

29

県

幹

事

平
成

年
度
版
名
簿
に
記
載

29

顧

問

平
成

年
度
版
名
簿
に
記
載

29

◇
平
成

年
度
事
業
報
告
◇

28

・
支
部
役
員
会
開
催

７
月
２
日

万
代
市
民
会
館

名
10

・
こ
う
よ
う
会
新
潟
支
部
総
会
参
加

７
月

日

新
潟
東
映
ホ
テ
ル

30

支
部
長･

顧
問･

副
支
部
長
計
５
名
出
席

・
支
部
総
会
開
催

８
月

日
じ
ょ
い
あ
す
新
潟
会
館

名

20

41

・
こ
う
よ
う
会
新
潟
支
部
事
業
講
演
会
参
加

１
月

日

燕
三
条
地
場
産
セ
ン
タ
ー

29

メ
ッ
セ
ピ
ア

名
14

・
会
員
名
簿
発
行(

８
月
版

サ
イ
ズ

頁)

A4

24

８
月

日

部

20

41

１
月

日

部

30

99

・
会
報
「
新
潟
理
窓
」
発
行

Ｈ

年
６
月

日

サ
イ
ズ
２
頁

部

28

30

A4

526

Ｈ

年
５
月
８
日

サ
イ
ズ
２
頁

部

29

A4

515

◇
平
成

年
度
事
業
計
画
◇

29

・
支
部
役
員
会
開
催

７
月
１
日

万
代
市
民
会
館

名
14

・
こ
う
よ
う
会
新
潟
支
部
総
会
参
加

７
月

日

新
潟
東
映
ホ
テ
ル

29

支
部
長･

顧
問･

副
支
部
長･

県
幹
事
長

計
５
名
出
席

・
支
部
総
会
開
催

８
月

日

ア
ト
リ
ウ
ム
長
岡

名

19

28

・
こ
う
よ
う
会
新
潟
支
部
事
業
講
演
会
参
加

・
会
員
名
簿
発
行(

８
月
版

サ
イ
ズ

頁)

A4

24

８
月

日

部

19

30

１
月

約

部
100

・
会
報
「
新
潟
理
窓
」
発
行

３
月

サ
イ
ズ
２
頁
約

部

A4

600

◇
平
成

年
度
会
計
収
支
決
算
◇

28

○
収
入
の
部

繰
越
金

２
７
１
，
３
７
５
円

会
費

１
７
０
，
８
３
０
円

本
部
補
助

８
５
，
０
０
０
円

雑
収
入

０
円

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

合
計

５
２
７
，
２
０
５
円

○
支
出
の
部

支
部
総
会
補
助

６
１
，
１
９
５
円

会
議
費

１
，
０
４
０
円

名
簿
・
会
報

３
２
，
３
０
４
円

送
料

７
２
，
１
９
０
円

事
務
用
品

２
２
７
円

理
窓
広
告
費
他

３
，
０
１
０
円

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

合
計

１
６
９
，
９
６
６
円

◇
平
成

年
度
会
計
予
算
◇

29

○
収
入
の
部

繰
越
金

３
５
７
，
２
３
９
円

会
費

１
０
０
，
０
０
０
円

本
部
補
助

８
５
，
０
０
０
円

雑
収
入

７
６
１
円

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

合
計

５
４
３
，
０
０
０
円

○
支
出
の
部

支
部
総
会
補
助

８
５
，
０
０
０
円

会
議
費

２
０
，
０
０
０
円

名
簿
・
会
報

４
０
，
０
０
０
円

送
料

１
１
４
，
４
０
０
円

事
務
用
品

１
０
，
０
０
０
円

予
備
費

２
７
３
，
６
０
０
円

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

合
計

５
４
３
，
０
０
０
円

◇
事
務
局
か
ら
の
連
絡
◇

①
支
部
会
費
に
つ
い
て

年
会
費
は
、
１
０
０
０
円
で
す
。
総
会
参
加

時
に
お
納
め
く
だ
さ
い
。
総
会
欠
席
の
場
合

は
、
同
封
の
振
込
用
紙
で
お
願
い
し
ま
す
。

②
名
簿
に
つ
い
て

支
部
会
費
納
入
確
認
後
該
当
者
に
送
付
い
た

し
ま
す
。

③
事
務
局
連
絡
先

加
茂
市
大
郷
町
１－

６－

横
尾
則
幸

16

電
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３
１
１
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e-
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ail:yo
k

oy
o

k
oh

iy
ok

o
@

y
aho

o
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